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CATV
（ケーブルテレビ）
NGN
（フレッツ光ネクスト）

高速モバイル通信
（イーモバイル、WiMAXなど）

ダイアルアップ接続

その他

ADSLまたはxDSL

光（FTTH）

2008年
N=2,000

2009年
N=3,332
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資料7- 9 -1　インターネットの接続方法［2008年 -2009年］

©impress R&D, 2009

資料7- 9 -2　現在利用中の接続回線の利用歴［接続回線別］

©impress R&D, 2009
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資料7- 9 -3　1か月当たりのインターネット利用料金［接続回線別］

©impress R&D, 2009

光（FTTH）が順調に拡大
「光（FTTH）」の契約数は順調に増加しており、インターネットの接続方法における「光（FTTH）」
のシェアが拡大、反対にADSLのシェアは低下傾向にある。昨年から商用サービスが開始された
NGNは1.7％とまだ限定的である。今後は、FTTHやNGNに加え、2009年から商用サービスが
開始された、下り最大40 Mbps（理論値）のWiMAXが、モバイル利用に限らず、どの程度自宅の
固定回線を代替するのかも注目される。
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資料7- 9 - 4　インターネット接続回線の選択理由（複数回答）［接続回線別］

CATV（ケーブルテレビ）
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NGN（フレッツ光ネクスト）
N=56
高速モバイル通信
N=18
ダイヤルアップ
N=99
その他
N=48

ADSL
N=1,141

光（FTTH）
N=1,528
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N=3,332
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デジタル放送/
映像（IP放送）サービスも

利用できるから

住宅環境によりほかに
選択肢がなかったから

エリア内（居住地域内）では
ほかに選択肢がなかったから

マンションに入居したときに
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無料試用期間があったから
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エリア内（居住地域内）では
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キャンペーンを行っていたから、
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申し込み手続きが簡単だったから

IP電話サービスも利用できるから

常時接続の中で高速だったから
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価格が安かったから
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光・NGN利用者は接続速度、ADSL利用者は安さを重視
インターネットの接続回線の選択理由では、ADSL利用者が価格の安さを重視、光（FTTH）利用
者が接続速度を重視して回線を選択しており、昨年とほぼ同じである。NTTにおいて光の後継サー
ビスとして位置づけられているNGN利用者も接続速度を重視している。一方、高速モバイル通信
では「自宅以外でも使用できるから」が半数超となっており、単身世帯を中心にこうした利用も増
えると予想される。
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資料7- 9 - 6　回線料金についての満足度［接続回線別］［2008年 -2009年］

資料7- 9 -5　回線品質・スピードについての満足度［接続回線別］［2008年 -2009年］
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回線品質・スピードの満足度は極めて高い
日本のブロードバンド通信の品質は世界有数のものであり、世界で1、2位を争う品質を誇ってい
る。ユーザーの満足度（満足とやや満足の合計）も6割と高く、特に光（FTTH）やNGN利用者では
7割と高い。一方、回線料金の満足度については、品質ほど満足度は高くないものの36.7％で、不
満足層の29. 8％を上回っている。
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わからない
その他

MEGA EGG　ファイバー（一戸建て、集合住宅低層階用）
コミュファプラス・ホーム（一戸建て向け）

アクセスコミュファ・マンション（プロバイダー選択可能型）（集合住宅共用）
Yahoo! BB 光 TV package（ホーム）（一戸建て向け）

コミュファ・マンション（集合住宅共用）
MEGA EGG 光アクセス（一戸建て向け）

アクセスコミュファプラス・ホーム（プロバイダー選択可能型）（一戸建て向け）
ピカラ光ねっとホームタイプ（一戸建て向け）

Yahoo! BB 光 ホーム（一戸建て向け）
Bフレッツ・ベーシックタイプ（SOHO向け）

GyaO光ホームタイプ（一戸建て向け）
BBIQ光インターネットマンションプラン（集合住宅共用）

アクセスコミュファ・ホーム（プロバイダー選択可能型）（一戸建て向け）
Yahoo! BB 光 マンション（集合住宅共用）

GyaO 光 with フレッツマンションタイプ（集合住宅共用）
MEGA EGG 光マンション（集合住宅共用）

GyaO 光マンションLANタイプ（集合住宅共用）
コミュファ・ホーム（一戸建て向け）

BBIQ光インターネットスタンダードプラン（一戸建て向け）
eo光ネット　マンションタイプ（集合住宅共用）

GyaO 光マンションVDSL100タイプ（集合住宅共用）
Bフレッツファミリー100（一戸建て向け）

ひかりoneマンション（集合住宅用：旧TEPCOひかりマンションタイプ含む）
ひかりoneホーム（一戸建て向け：旧TEPCOひかりホームタイプ含む）

eo光ネット　ホームタイプ（一戸建て向け）
フレッツ・光プレミアム・ファミリータイプ（一戸建て向け）

Bフレッツ・ハイパーファミリータイプ（一戸建て向け）
フレッツ光プレミアム/Bフレッツ・マンションタイプ（集合住宅共用）
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資料7- 9 - 8　光（FTTH）利用者の利用コース（単一回答）　N=1, 421
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2009年
N=1,528
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沖縄通信ネットワーク
（OTNet）（ひかりふる）

STNet
（ピカラ光ねっと）

エネルギア・コミュニケーションズ
（MEGA EGG）

ソフトバンクBB
（Yahoo! BB光）

九州通信ネットワーク
（QTNet）（BBIQ）

中部テレコミュニケーション
（コミュファ光）

USEN（GyaO光）

KDDI（ひかりone、
旧TEPCOひかり（東京電力）含む）

ケイ・オプティコム
（eo光ネット）

NTT西日本
（Bフレッツ/フレッツ・光プレミアム）

NTT東日本（Bフレッツ） 37.1％
39.5％

29.6％
27.5％

8.3％
7.1％

7.9％
7.4％

3.9％
5.0％

2.1％
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1.8％
2.0％

1.0％
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3.7％
3.6％

3.3％
3.5％

0.9％
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0.3％
0.5％

©impress R&D, 
2009

資料7- 9 -7　契約している光（FTTH）事業者（単一回答）［2008年 -2009年］

光のシェアはNTT東西が7割で他を圧倒
光（FTTH）の契約事業者では、昨年同様NTT東西がトップで、両社合計で66. 7％と電力系事業
者やKDDIを大きく引き離している。総務省が四半期毎に発表しているFTTH契約数においても
NTT東西のシェア増加傾向は続いており、今後も大きく状況は変わらないとみられる。その他の
事業者では「ケイ・オプティコム」「KDDI」が微増である。
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資料7-9-12　CATVインターネット利用者の通信速度（単
一回答）［2008年 -2009年］
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資料7- 9 - 10　ADSL/xDSL利用者が契約している通信
速度（単一回答）［2008年 -2009年］

©impress R&D, 2009 ©impress R&D, 2009

資料7- 9 - 9　契約しているADSL/xDSL事業者（単一回
答）［2008年 -2009年］

資料7- 9 -11　契約しているCATVインターネット事業者
（単一回答）［2008年 -2009年］

J:COM各社
（ジュピターテレコム）
JCN各社（ジャパン
ケーブルネット）
メディアッティ・
コミュニケーションズ

（Mediatti NET）

その他

わからない

2008年
N=249

2009年
N=442
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N=1,141

わからない

その他

エネルギア・コミュニケーションズ
（MEGA EGG）

関西ブロードバンド
（h555.net）

STNet 
（ピカラネット）

ビック東海

長野県協同電算
（JANISネット）

TOKAIネットワーク
クラブ（TNC）

アッカ・ネットワークス

イー・アクセス （旧東北
インテリジェント通信含む）

KDDI（ひかりone、旧TEPCO
ひかり（東京電力）含む）

NTT西日本 
（フレッツ・ADSL）

NTT東日本
（フレッツ・ADSL）

ソフトバンクBB
（Yahoo! BB）
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ADSLの契約事業者では、ソフトバンクBBがトップを維持しているが、NTT東西のシェアの合計
と拮抗している状況は変わらない。一方、CATVは J:COMが傘下のCATV会社の拡大を続けてい
ることもあり、そのシェアを34. 8％と増加させている。通信速度をみると、ADSLは「12Mbps
以下」、CATVは「8Mbps以下」が最も高い比率となっている。

ADSLはソフトバンクBBとNTT東西が拮抗
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資料7- 9 -15　家庭内の通信回線利用状況［2008年 -2009年］
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資料7- 9 -13　接続回線の乗り換え意向［2008年 -2009年］
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資料7- 9 -14　乗り換え予定の接続回線［2008年 -2009年］
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高速モバイル通信（イー・モバイル、WiMAXなど）

ダイアルアップ接続

CATV（ケーブルテレビ）

ADSL/xDSL

光（FTTH）
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2009年
N=400
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接続回線の乗り換え意向は、検討中まで含めて変更意向をもつ人は23.6％で、昨年の24.0％と
ほとんど変わらない。1年以内の変更予定は4.0 %である。しかし、乗り換え予定の接続回線では
大きな変化がみられ、「光（FTTH）」がトップではあるが大きく比率を低下させ、「NGN（フレッツ
光ネクスト）」が10.8％となった。NTTではNGNの価格をFTTHと同一に設定しており、今後、サー
ビスエリアの拡大と認知度の向上によりNGNへの移行が進むとみられる。

1年以内に接続回線を乗り換えるのは4.0%
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